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ま全に関するごを意 


么 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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1 はじめに 


このガイドには、コネクタ類など、お使いのコンピューターの各部についての詳細が記載されていま 
す。また、マルチメディアやその他の機能についても説明されています。さらに、セキュリティに関 
する重要な情報や、バックアップおよび復元についての情報もこのガイドに記載されています。 


I ■券を 記： このガイドで説明されている一部の機能は、お使いのコンピューターでは使用できない場合 
があります。 


最初の重要な手順 

コンピューターをセットアップして登録した後に、な下の手順を実行することが重要です。 

1. 有線ネットワークまたは無線ネットワークをセットアップします。詳しくは、 15 ぺージの 
r ネットワーク I を参照してください。 

2. ウィルス対策ソフトウエアを更新します。詳しくは、 50 ぺージの「コンピューターのな請と 
情報 I をを照して〈ださい。 

3. リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブを作成します。手順については、 

56 ぺージの「バックアップおよび復元 I を参照してください。 

4. コンピューター本体を確認します。詳しくは、 4ぺージの「コンピューターの概要 I および 
24 ぺージの「ポインティングデバイスおよびキーボード I をを照してください。 

5. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択して、コンピューターにすでにインストールされ 
ているソフトウエアを確認します。 


最初の重要な手順 












情報の確認 

コンピューターには、各種タスクの実行に役立つ複数のリソースが巧意されています。 


リソース 

内容 


『セットアップ手順 J 1 ポスター(印刷物） 

♦ 

コンピューターのセットアップちま 


• 

コンピニ 

L ーターの各部の名称 

『ユーザーガイド J ] (このガイド） 

• 

コンピニ 

L ーターの機能 

このガイドを表示するには、な下の操作を行います 

• 

電源の管理機能 

[スタート]^[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 

• 

な下の内容に対する各手順： 


ド]の順に選がします 


。 無線ネットワークへの接続 

。 キーボードおよびポインティングデバイスの使用 

。 コンピユーターのマルチメディア機能の使巧 

。 バッテリ寿命の最大化 

。 コンピユーターの保護 

。 バックアップおよび復元の実巧 

。 サポート窓口へのお問い合わせ 

。 コンピユーターの手入れ 

。 ソフトウエアの更新 

コンピューターの仕棟 


[ヘルプとサポート] 

[ヘルプとサポート]にアクセスするには、[スタート]一 
[ヘルプとサポート]の順に選がします 

を記： お住まいの国または地域のサポート情報につ 
いては、 http :// www . hp . com / support / でお住まいの国ま 
たは地域を選巧して、画面の説明におって操作してく 
ださい 


オペレーテイングシステムの情報 

ソフトウェア、ドライバー、および巳 IOS のアップデート 
トラブルシューテイングツール 
サポート窓口へのお問い合わせ手順 


『規定、ま全、および環境に関するご注意 J 

このガイドを表示するには、レ U 下の操作を行います 

[スタート]—>[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします 


規定およびま全に関する情報 
バッテリの処分に関する情報 


『快適に使用していただくために]] 

このガイドを表示するには、レ U 下の操作を行います 

[スタート]—>[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします 

または 

http :// www . hp . com / ergo / から f 日本語1を選択します 


正しい作業環境の整え方 

快適でけがを防ぐための姿勢および作業上の習慣に関するガ 
イドライン 

電気的および物理的ま全基準に関する情報 
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リ ソース 内容 


『サービスおよびサポートを受けるには』（日本お外の HP のサポート窓口の電話番号 
国や地域の問い合わせ先については、製品に付属して 
いる冊モ 『Worldwide Telephone NumbersI (英語版） 

を参照してください） 

この冊子はお使いの コン ピューターに付属しています 


HP の Web サイト 

この Web サイトを表示するには、 http :// www . hp . com / 
suDDort / にアクセスします 


限定保証 t 


• サポート窓□の情報 

• 部品の購入に関する情報 

• ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアップデート 

• コンピューターのオプション製品に関する情報 
保証に関する情報 


オンラインの保証を表示するには、 la 下の操作を行い 
ます。 


[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします 

または 

http://www-hp-Com/qo/orderdocuments/ 力、ら[日本（日本 
語） ] を選択します 


* お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収録されている電子マ 
ニュアルまたは製品に同袖されている CD や DVD に収録されているドキュメントに明示的に示されています。日本向けの 
日本語モデル製品には、保証内容を記載した小冊子、『サービスおよびサポートを受けるには』が同個されています。また、 
日本レ:>1かでも、 EP 刷物の HP 限定保証規定が製品に同個されている国や地域もあります。保証規定が EP 刷物として提供され 
ていない国または地域では、 EP 刷物のコピーを入手できます。 http://www. hp . com / qo / orderdocuments / でオンラインで申し込 
むか、または下記宛てに郵送でお申し込み〈ださい。 

化米： Hewlett - Packard , MS POD , 11311 Chinden Blvd , Boise , ID 83714, USA 

• ヨーロツパ、中東、アフリカ： Hewlett - Packard , POD , Via G . Di Vittorio , 9, 2006 3, Cernusco s/Naviglio ( Ml ), Italy 

• アジア太平洋： Hewlett - Packard , POD , P . O . Box 200 ， Alexandra Post Office , Singapore 911507 

郵送で請求する場合は、お使いの製品名および保証期間（シリアル番号ラベルに記載されています）、ならびにお客様のお名 
前およびご住所をお知らせください。 

重要： お使いの HP 製品を上記の住所宛に返品しないでください。製品のサポート情報については、 http :// welcome . hp . com / 
country / jp / ja/contact us . html からお使いの製品のぺージを参照してください。 
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コン ピュー ターの 概要 


表面の各部 

タッチパッド 



名称 


説明 

(1) 

タッチパッドランプ 

• 点灯：タツチパツドがオフになっています 

• 消灯：タツチパツドがオンになっています 

(2) 

タッチパッドオン/オフ切り替え機能 

タツチパツドをオンまたはオフにします 

(3) 

タッチパッドゾーン 

ポインターを移動して、画面上の項目を選キ尺したり、アク 
ティブにしたりします 

(4) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

巧） 

右のタッチパッドボタン 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 
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コンピユーターの 概要 

















ランプ 


態)感 


@頓) 



名称 



説明 


(1) 

の 

電源ランプ 

• 

白色に点灯：コンピューターの電源がオンになっていま 
す 




• 

白色で点滅：コンピューターがスリープ状態になってい 
ます 




• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっている力、、/、 
イバネーシヨンが態 （ Intel ⑥ RST がセットアップユー 
ティリティ （ BIOS ) で無効になっている場合）になっ 
ています 

(2) 

© 

Web カメラランプ 

点な 

: Web カメラを使用しています 

(3) 

が 

ミュート（消■音）ランプ 

• 

オレンジ色：コンピューターのサウンドがオフになって 
います 




• 

消灯：コンピューターのサウンドがオンになっています 

(4) 

((1)) 

無線ランプ 

• 

白色：無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) 
デバイスや Bluetooth ® デバイスなどの内蔵無線デバイ 
スの電源がオンになっています 




• 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっていま 
す 

(5) 


Caps Lock ランプ 

点な 

: Caps Lock がオンになっています 
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ボタンおよびその他の表面の各部 





名称 



説明 

(1) 


内蔵マイク 

サウンドを録音します 

(2) 

の 

電源ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにボタンを押 

すと、電源が入ります 


• コンピューターの電源が入っているときにボタンを短 
〈押すと、スリープが開始されます 


• コンピューターがスリープが態のときにボタンを短く 
巧すと、スリープが終了します 


• コンピユーターがハイバネーシヨン状態のときにボタ 

ンを短〈押すと、ハイ/くネーシヨンが終了します (Intel 
RST がセツトアップユーティリティ （ BIOS ) で無効 
になっている場合） 


コンピユーターが応答せず、 Windows ⑥のシャツトダウン手 
順を実行できないときは、電源ボタンを5秒程押したままに 
すると、コンピューターの電源が切れます 


電源設定について詳しくは、[スタート]^ [コントロール パ 
ネル]^[システムとセキュリティ]一博源オプション]の順 
に選キ尺します 


(3) スピーカー ( X 2) 


サウンドを出力します 
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キー 



名称 


説明 

(1) 

esc 牛一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を 
表示します 

(2) 

fn キー 

esc キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を 
表示します 

(3) ^ 

這 

Windows ロゴキー 

J 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 

操作キー 

頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

巧）己 

^ Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のシヨートカットメニューを表 
示します 
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右側面の各部 



貸 ◎ 


名称 



説明 


(1) 

吃 

USB 2.0 コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 


(2) 

n 

オーディオ出力（ヘッドフナン）コネクタ/ 
オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売または市販の電源付きステレオスピーカー、ヘッド 
フオン、イヤフオン、へッドセット、テレビオーデイオな 
どを接続します。別売または市販のへッドセットマイク 


もここに接続します 

蓄告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないよう 
に、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、 
またはへッドセットを使用してください。ま全に関する情 
報について詳しくは、『規定、ま全、および環境に関するご 
を意 J ] を参照してください 

ま記： コネクタにデバイスを接続すると、コンピューター 
本体のスピーカーは無効になります 

を記： マイク機能は、4な才ーデイオコネクタ付きの 
へッドフオン/マイクでのみ作動します 
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左側面の各部 


nrnr 

贷）@00(§){^@) 


名称 



説明 

(1) 

9 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

(2) 


AC アダプター/バッテリランプ 

• 白色：コンピューターは外部電源に接続され、バッテ 

リのを電は完了しています 




• オレンジ色：バッテリが巧電中です 




• 点減：/くッテリを電レベルが 12% レ: 1 下です（できる限 

りすぐに再を電してください） 




• ミ肖な：コンピューターはか部電源にを続されていませ 
ん 

(3) 

か 

RJ-45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(4) 

HOMI 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの市販のビデオデバイスやオーディオ 
デバイス、または巧なするデジタルコンポーネントやオー 
ディナデバイスをを続します 

巧） 


USB 3.0 コネクタ 

拡張された USB 電源の機能に対応しており、別売の USB 
3.0 デバイスを接続します 




を記： USB 3.0 コネクタは USB1.0 および 2.0 のデバイ 
スにも対応しています 

(6) 

D 

メディアスロット 

Ja 下のフォーマットのメディアカードに対応しています 



• SD (Secure Digital) メモリーカード 




• SDXC (Secure Digital Extended Capacity) メモリー 
力ード 




• SDHC (Secure Digital High Capacity) メモリーカー 
ド' 




• UHS/MMC (Ultra High Speed マルチメディアカー 
ド） 
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名称 



説明 


(7) 

宜 

ハードドライブランプ 

• 

白色で点滅：ハードドライブにアクセスしています 




ま記 
SSD 

: このガイドのハードドライブという用語はすべて、 
(Solid State Drive ) のことを指します 

(8) 

の 

電源ランプ 

• 

白色に点灯：コンピューターの電源がオンになってい 
ます 




• 

白色で点滅：コンピューターがスリープが態になって 
います 




• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、 
ハイバネーシヨン状態 （Intel RST がセットアップ 
ユーティリティ （ BIOS ) で無効になっている場合）に 
なっています 
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ディスプレイの各部 



名称 


説明 

(1) 

無線 LAN アンテナ ( x 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無 
線信号を送受信します 

(2) 

Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 



Web カメラを使用するには、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム]^に ommunication and Chat ] (通信とチャット）一 
KyberLink YouCam ] の順に選択します 

(3) 

巧蔵ディスプレイスイッチ 

コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閉じ 
ると、ディスプレイの電源が切れるかスリープが開始します 



注記： ディスプレイスイッチはコンピューターの外側からは 
見えません 

* アンテナはコンピューターのか側からは見えません。転をが最適に行われるようにするため、アンテナの周困には障害物を 
置かないでください。お住まいの国または化域の無線に関する規を情報については、『規を、ま全、および環境に関するごを 
意』を参照して〈ださい。これらのち見を情報には、[ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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背面の各部 



名称 

説明 

通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように 
空気を通します 


注記： 内部コンポー本ントを冷却して過熱を防ぐた 
め、コンピューターのファンは自動的に作動します。 
通常の操作を行って いると きに内部ファンが回転し 
たり停止したりしますが、これは正常な動作です 
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暴面の各部 



名称 

説明 

通気孔 （ X 2) 

コンピューター巧部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 


を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 
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ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解みしたり、コンピューターを日本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

• シリアル番号ラベル：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


か 

t 


ゆ xmxxxxxx 

I Semi： mmxx 

11111111111111111 11111111111 

-Producf: XXXXXXXX 
Warranty: lylyOy 
-Model: XXXXXXX 

J 


名称 


り） 誤品名 


(2) 

シリアル香号 

(3) 

製品香号 

(4) 

保証期間 

(5) 

モデルの説明 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせになるときに必要です。シリアル番号ラベルは、 
コン ピューターの裏面に貼付されています。 

• Microsoft® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Key、Product 
ID) が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートや卜 
ラブルシューティングのときに必要になる場合があります。 Microsoft Certificate of 
Authenticity はコンピューターの裏面に貼かされています。 


• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、コン 
ピュー ターの 裏面に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各 
国または各 i 也域の一部の認定マークが記載されています。日本国外でモデムを使用するときに、 
この情報が必要になる場合があります。無線デバイスを1つな上使巧している機種には、認定ラ 
ベルが1つな上貼付されています。無線認定/認証ラベルは、コンピューターの裏面に貼付され 
ています。 
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3 ネツトワーク 


お使いのコンピューターは、な下の2種類のインターネットアクセスに対応しています。 

• 無線： 16 ぺージの「無線を続の作成 I を参照して〈ださい。 

• ち線： 22ぺージの「ち線ネットワークへの接結I をを照してください。 

I ■聲を 記:~ インターネットに接続する前に、インターネットサービスをセットアップする必要があり 

ます。 


インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) の使用 

インターネットにち続する前に JSP のアカウントを設をする必要があります。インターネットサー 
ビスの申 し込みおよびモデムの購入については、利巧する旧 P に問い合わせてください。ほとんどの 
旧ドが、モデムのセットアップ、無線コンピューターをモデムに接続するためのネットワークケーブ 
ルの取り付け、インターネットサービスのテストなどの作業へのサポートを提供しています。 


を記： インターネットにアクセスするためのユーザー ID およびパスワードは、利巧する旧ドから 
U 提供されます。この情報は、記録してを全な場所に保管しておいて〈ださい。 
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な下の機能で、新しいインターネットのアカウントを作成したり、コンピューターで既存のアカウン 
卜を巧巧するよう設定したりできます。 

• Internet Services & Offers (—部の地域で利用巧能）：このューティリティでは、新しいイン 
夕ーネットアカウントのサインアップを実行したり、既巧のアカウントを巧巧できるようにコ 
ンピューターを設定したりできます。このューティリティにアクセスするには、[スタート]一 
[すべてのプログラム]一[オンラインサービス]一に et Online] (インターネットに接続）の順 
に選巧します。 

• 旧 P 提供のアイコン（一部の地域で利用可能）：これらのアイコンは、 Windows デスクトップに 
個別に表示されているか、または「ナンラインサービス」という名前のデスクトップ上のフォ 
ルダーに格納されています。新しいインターネットアカウントをセットアップしたりコン 
ピューターで既存のアカウントを使巧するよう設定したりするには、アイコンをダブルクリック 
して、画面の説明に沿って操作します。 

• Windows のインターネットへの接続ウィザード：このウィザードを使用すると、な下の場合に 
インターネットじ接続できます。 

。 すでに旧 P のアカウントを持っている場合 

。 インターネットアカウントを持っていないためウィザード内の一覧から ISP を選択する 

場合（旧 P の一覧は地域によっては表示されない場合があります） 

。一覧にない旧 P を選巧し、その旧 P から特定の IP アドレス、POP3、 SMTP 設定などの情 
報が提供された場合 

Windows のインターネットへの接続ウィザードおよびこのウィザードの使用手順を表示するに 
は、[スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと 
共ちセンター]の順に選択します。 


1^; ま記： ウィザード内で Windows ファイアウォールの有効/無効を選択する画面が表示された場 
合は、ファイアウォールをち劾にします。 

無線接続の作成 

お買い上げいただいたコンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があ 
ります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス 


Bluetooth デバイス 


無線巧術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さい。 

無線 アイコンとネットワークステータスアイコンの 確認 


アイコン 名前 説巧 


势 


HP Connection Manager [HP Connection Manager] を開きます 。 [HP Connection Manager] では、 

無線 LAN および Bluetooth 接続を作成および管理できます 



有線ネットワーク（接続済み）ネットワークデバイスがネットワークに 1 つ Jil 上接続されていることを 

示します 
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些 

prfltl 



占!!] 


ネットワーク（無効/切断済み）すべてのネットワークデバイスが Windows の[コントロールパネル]に 

よって無効になっていることを示します 


ネットワーク（接続済み） ネットワークデバイスがネットワークに1つレ: I 上接続されていることを 

示します 


ネットワーク（切断済み） どのネットワークデバイスもネットワークに接続されていないことを示 

します 


ネットワーク（無効/切断済み）使用できる無線接続がないことを示します 
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無線デバイスのオン/オフの切り替え 

無線 LAN デバイスのオン/オフを切り替えるには、無線キーまたは [HP Connection Manager ] (-部 
のモデルのみ）を使巧します。お使いのコンピューターで無線キーの位置を確認する方法について詳 
しくは、 29 ぺージの「操作キーの使用 1 を参照してください。 

[HP Connection Manager ] を使用して無線 LAN デバイスのオソオフを切り替えるには、な下の操作 
を行います。 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある [HP Connection Manager ] アイコンを右クリックし、目的の 
デバイスの横にある[電源]ボタンをクリックします。 

または 

[スターり一[すべてのプログラム] 一 [HP ヘルプとサポート] 一 [HP Connection Manager] 
の順に選巧し、目的のデバイスの横にある[電源]ボタンをクリックします 

HP Connection Manager の使用 

[HP Connection Manager ] は、お使いの無線デバイスを管理するための中むとなる場所です 。 [HP 
Connection Manager ] では、1^>1下のデバイスを管理できまず。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) / Wi-Fi 

• Bluetooth 

[HP Connection Manager ] には、接続の状態および電源の状態に関する情報や通知が表示されまず。 
状態に関する情報および通知は、タスクバーの右端の通が領域に表示されます。 

[HP Connection Manager ] を開〈には、1^>1下の操作を巧います。 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある [HP Connection Manager ] アイコンをクリックしまず。 
または 

[スタート]一[すべてのプログラ厶]一 [HP ヘルプとサポート]一 [HP Connection Manager] の 

順に選択します。 

詳しくは 、 [HP Connection Manager ] ソフトウてアのヘルプを参照して〈ださい。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

[ネットワークと共有センター]では、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接 
続、無線ネットワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 

オペレーティングシステムの制御機能を使用するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート] —) ■[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共 
有センター]の順に選択します。 

詳しくは、に夕ート]一[ヘルプとサポート]の順に選巧します。 
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無線 LAN の使用 

無線接結を使用すると、コンピューターを無線 LAN ネットワークまたは無線 LAN に接続できます。 
無線 LAN は、無線ルーターまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、複数のコンピュー 
夕 一および周辺機器で構成されています。 

既存の無線 LAN への接続 

既存の無線 LAN に接続するには、な下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します(詳しくは、 18ぺージの「無線デバ 
イスのナン/オフの切り替え I を参照してください）。 

2. タスクバーの右端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

3. —覧から無線 LAN を選巧します。 

4. [接続]をクリックします。 

ネットワークがセキュリティ設定ミきみの無線 LAN である場合は、ネットワークセキュリティ 
コードの入力をホめるメッセージが表示されます。コードを入力し、 [0 K ] をクリックして接続 
を完了します。 


ま記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範囲 
外にいることを示します。 

|§^ま記； 接続したい無線 LAN が表示されない場合は、[ネットワークと共ちセンターを開く]一 
[新しい接続またはネットワークのセットアップ]の順にクリックします。オプションの一覧が 
表示されます。手動で検索してネットワークに接続したり、新しいネットワーク接続を作成した 
りするなどのオプションを選択できます。 


を続完了後、タスクバーち端の通知領域にあるネットワークアイコンの上にマウスポインターを置 
くと、接続の名前およびステータスを確認できます。 


を記： 動作範囲（無線信号が届く範囲）は、無線 LAN の実装、ルーターの製造元、および壁や巧な 
どの建造物やその他の電子機器からの干渉に応じて異なります。 


無線 LAN の使巧 19 








新しい無線 LAN ネットワークのセットアップ 

な下の機器が必要です。 

• ブロード'バンド' モデム （DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダーり SP) が提供する高まインターネットサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• お使いの新しい無線コンピューター (3) 

段 f を記 . ~~ モデムは内蔵ルーターに含まれている場合があります。に P に問い合わせてモデムの種類を 

確認してください。 


下の図は、インターネットに接続している無線 LAN ネットワークの設置例を示しています。お使いの 
ネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコンピユー 
夕一をネッ トワークに追加できます。 



無線ルーターの設定 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはインターネットサービスプロ 
バイダー ( ISP) 力、ら提おされている情報を参照してください。 

Windows オペレーティングシステムでは、新しい無線ネットワークのセットアップに役立つツール 
も用意されています。 Windows のツールを巧巧してネットワークを設定するには、[スタート]一[コ 
ントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共有センター ]— > [新しい 
ち続またはネットワークのセットアップ]一[新しいネットワークのセットアップ]の順に選択しま 
す。次に、画面の説明に沿って操作します。 


ま記； 最初にルーターに付属しているネットワークケーブルを巧巧して、新しい無線コンピユー 
夕 —をルーターに接結することをおすすめします。コンピユーターが正常にインターネットにお続 
できたら、ケーブルを外し、無線ネットワークをかしてインターネットにアクセスできます。 


無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。無線 LAN スポットと呼ばれる 
インターネットカフェや空港などで利巧できる公を無線 LAN では、セキュリティ対策が取られてい 
ないことがあります。無線 LAN スポットを利用するときにコンピューターのセキュリティに不安が 
ある場合は、ネットワークに接続しての操作を、機密性のおい電子メールや基本的なネットサーフィ 
ン程度にとどめておいてください。 
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無線信号はネットワークの外に出てしまうため、保護されていない信号を他の無線 LAN デバイスに拾 
われる可能性があります。事前にな下のような対策を取ることで無線 LAN を保護できます。 

• ファイアウォール：ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要ホを 
チェックし、疑わしいデータを破棄します。利用できるファイアウォールには、ソフトウェアと 
ハードウ王アの両ちがあります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせて巧巧しま 
す。 

• 無線の暗号化：お使いのコンピューターは3つの暗号プロトコルをサポートしています。 

。 WPA (Wi-Fi Protected Access) 

。 WPA2 (Wi-Fi Protected Access II) 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy) 


ま記： 3 つの中で最新の暗号プロトコルである WPA2 を選がすることをおすすめします。 WEP 暗 
号は簡単に解読されるため、 WEP 暗号を使巧することはおすすめしません。 


• WPA および WPA2 は、セキュリティ標準に準拠してネットワークで送信されるデータの暗号化 
および復号化を行います。 WPA と WPA2 は、どちらもパケットごとに新しいキーを動的に生成 
します。また、コンピューターネットワークごとに異なるキーのセットを生成します。このた 
めに、な下のような動作が行われます。 

。 WPA は、 AES (Advanced Encryption Standard ) および TKIP (Temporal Key Integrity 
Protocol) を使巧します。 

。 WPA2 は、新しい AES プロ トコルである CCMP (Cipher Block Chaining Message 
Authentication Code Protocol) を使巧します。 

• WEP は、データが送信される前に WEP キーでデータを暗号化します。正しいキーを持たない 
他のューザーが無線 LAN を使用することはできなくなります。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピューターを他の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接続を試みます。接続の試行が成巧すると、お使いのコンピューターは自動的にそのネットワーク 
に接続されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 
LAN に接続するために最初に行つた操作をもう一度実行してください。 


Bluetooth 無線デバイスの使用 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接結から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター 

• 電話機 

• イメージングデバイス（カメラおよびプリンター) 


• オーディオデバイス 


• マウス 
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Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network) を設定できるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用方まについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有り CS ) 

ホストとして1台のコンピユーターに Bluetooth を設をし、そのコンピユーターをゲートウエイとし 
て利用して他のコンピユーターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使用して2台な上のコンピユーターを接続する場合 JCS が可能なコンピユー 
夕 —はそのうちの1台で、他のコンピユーターは Bluetooth ネットワークを利用してインターネット 
に接続することはできません。 

Bluetooth は、お使いのコンピユーターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線 
デバイスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および 
Windows オペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコン 
ピューターを Bluetooth 経由で常時接結しておくことはできません。 


有線ネットワークへの接続 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 

LAN に接続するには、8ピンの RJ-45 ネットワークケーブル（別売）を使巧する必要があります。 
ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コア （1) が取り付 
けられている場合は、コアが取リイ寸けられている方のケーブルの端口）をコンピューター側に向け 
ます。 



ネットワークケーブルを接続ずるには、 iil 下の操作を行います。 


1 . ネット ワー クケ ー ブルをコンピュ ー タ ー 本体のネット ワー クコネクタに差し込みまず（1)。 
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2. ネットワークケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントまたはルーターに差 
し込みます（2)。 



么 警告！ 火傷や感電、义災、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 
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4 


ポインテイングデバイスおよびキーボー 

K 


ポインティングデバイスの使用 


を記. お使いのコンピューターに付属しているポインティングデバイスな外に、外付け USB マウ 
ス（別売）をコンピューターの USB コネクタのどれかに接続して巧巧できます。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ポインティングデバイスの設定、ボタンの構成、クリックの速度、およびポインターオプションを 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を巧巧します。 


[マウスの プロパティ] にアクセスするには、[スタート]一[デバイスとプリンタ ー] の順に選択します。 
次に、一覧からお使いのコンピューターをますデバイスをちクリックして、[マウス設定]を選択しま 
す。 

タツチパッドの使用 


Pf; ま記： お使いのコンピューターのタッチパッドは、ここに記載されている図と多少異なる場合があ 
ります。お使いのコンピューターのタッチパッドに関する固有の情報については、 4ぺージの「コン 
ピューターの概要 I を参照、してくださし、。 


ポインターを移動するには、タツチパツド上でポインターを移動したい方向に1本の指をスライドさ 
せます。タッチパッドの左ちのボタンは、外付けマウスのボタンと同様に機能します。 
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タッチパッドのオフ/オンの切り替え 

タッチパッドをオフまたはオンにするには、タッチパッドの左上隅のエリアをすばやくダブルタップ 
します。 


を記： タッチパッドがオンになっているときは、タッチパッドランプが消なしています。 


2X 

タッチパッドランプおよび画面に表示されるアイコンは、タッチパッドがナフまたはオンになって 
いるという状態を示します。な下の表に、画面に表示されるタッチパッドのアイコンおよびその意味 
を説明します。 


タツチパツドラン 

アイコン 

説明 

プ 



オレンジ色 


タツチパツドがオフになっていることを示します 

消灯 

ろ 

タツチパツドがオンになっていることを示します 
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移動 

ポインターを移動するには、タッチパッド上でポインターを移動したいち向に1本の指をスライドさ 
せます。 



選択 

タッチパッドの左ちのボタンは、外付けマウスの対応するボタンと同様に機能します。 
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タッチパッドジェスチヤの使用 

タッチパッドでは、さまざまな種類のジェスチヤがサポートされています。タッチパッドジェス 
チヤを使巧するには、2本の指を同時にタッチパッド上に置きます。 

1^; ま記:~ プログラムによっては、一部のタッチパッドジ X スチヤに対応していない場合があります。 

ジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウェアとサウンド] 一 [Synaptics ClickPad] の 

順に選がします。 

2. ジェスチヤをクリックし、デモンストレーシヨンを開始します。 

ジェスチヤのオン/ナフを切り替えるには、な下の操作を行います。 

1. [スター ト]一 [コントロールパネル] 一 [ハードウ ェアと サウンド] 一 [Synaptics ClickPad] の 

順に選がします。 

2. オンまたはオフにするジェスチヤの横にあるチェックボックスにチェックを入れます。 

3. [適用] 一[〇のの順にクリックします。 
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スク ロール 


スクロールは、ぺージや画像を上下左ちに移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指 
を少し離してタッチパッド上に置き、タッチパッド上で上下左右の方向にドラッグします。 

ま記 . ~ スクロールの速度は、指を動かす速度で調整します。 

ま記： 2本指スクロールは、出荷時に有効に設定されています。 



ピンチ/ ズーム 

ピンチを使用すると、画像やテキストをズームインまたはズームアウトできます。 


• タツチパツド上で2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を拡げるとズームイン 
できます。 

• タツチパツド上で2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭めるとズー 
ムアウトできます。 


ま記： ピンチ/ズームジェスチヤは、出荷時に有効に設をされています。 
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キーボードの使用 

操作キーの使用 

操作キーを押すと、割り当てられている機能が実行されます。 f1 〜 f12 の各キーのアイコンは、操作 
キーに割り当てられている機能を表します。 

操作キーの機能を使用する(こは、そのキーを巧したままにします。 

操作キーの機能は、出荷時に有効に設定されています。操作キーの機能を無効にして、標準設定に戻 
すことができます。標準設定を使用するときは、 fn キーを巧しながらファンクションキーの1つを 
押すことで、そのファンクションキーに割り当てられている機能を有効にします。手順については、 
63ぺージの「セットアップユーティリティ （BIOS ) のな巧 I を参照して〈ださい。 


么を 意： セットアップ ユーテイ リティで設定変更を行う場合は、細むのを意をキムってください。設 
定を誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 



アイコン 

キー 

説明 

? 

f1 

[ヘルプとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、チュートリアル、 

Windows オペレーティングシステムとコンピューターに関する情報、質問への回答、 
およびコンピューターへのアップデートファイルなどが提供されます 



また、自動トラブルシューティングツールおよびサポート窓□へのアクセスも提供さ 
れます 

み 

f2 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に下がります 

み 

巧 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に上がります 

口 I 

f4 

システムに按続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえ 
ば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合は、このキーを押すと、コ 
ンピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター 
本体と外付けモニターの兩方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります 

ん| 

f5 

キーボードのバックライトをオンまたはオフにします 


ま記： 出荷時設をでは、キーボードのバックライトはオンになっています。バッテ 
リの寿命を延ばすには、キーボードのバックライトをオフにします 

… 

f6 

オーディオ CD の前のトラック、または DVD や BD の前のチャプターを再生します 

>|| 

f7 

オーディオ CD のトラック、または DVD や BD のチャプターを再生、一時停止、また 
は再開します 

… 

f8 

オーディオ CD の次のトラック、または DVD や BD の次のチャプターを再生します 

A - 

f9 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一をの割合でな々に下がります 
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アイコン 

キー 

説明 

卜 

f10 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一をの割合でな々に上がります 

が 

f11 

スピーカーの音をミ肖したり元に房したりします 

(が 

f12 

無線機能をオンまたはオフにします 


を記： 無線接続を確立するには、事前に無線ネットワークがセットアップされてい 
る必要があります 


ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キーと esc キーの組み合わせです。 
ホットキーを使用するには、な下の操作を行います。 


▲ fn キーを短く押し、 

次にホットキーの組み合わせの 2 番目のキーを短く押します。 

機能 

ホットキー 

説明 

システム情報を表示する 

fn 4- esc 

システムの ハー ドウ エアコンポーネン トやシステム BIOS のバー 
ジョン番号に関する情報が表示されます 
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5 マルチメディアおよびその他の機能 


お使いのコンピューターはな下の機能を備えています。 

• 2 つの 内蔵スピ ー カ ー 

• 1つの内蔵マイク 

• 内蔵 Web カメラ 

• プリインストールされたマルチメディアソフトウェア 

• マルチメディアキー 

メディア操作機能の使用 

お使いのコンピューターには、メディアファイルを再生、一時停止、早送り、および早戻しできる 
メディア操作キーが搭載されています。お使いのコンピューターのメディア操作機能について詳し 
くは、 29 ぺージの「操作キーの巧巧 I を参照してください。 


オー了 ィオ 

お使いのコンピューターには、な下のようなさまざまなオーディオ関連機能が搭載されています。 

• 音楽の再生 

• サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• マルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使巧したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング 

• 外付けオプティカルドライブ（別売）を使用したオーディオ CD の作成（書き込み） 
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音量の調整 

音量キーを巧巧して音量を調整できます。詳しくは、 29 ページの「操作キーの使用 I を参照してく 
ださい。 


么 警告！ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを使用してください。を全に関する情報について詳しくは、『規定、 
安全、および環境に関するご;’主意』を参照してください。 

を記. オペレーテイングシステムおよび一部のプログラムからも音量を調整できます。 


コンピューターの才ーディオ機能の確認 


lif; ま記： 良巧な録音結まを待るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


お使いのコンピューターのオーディオ機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[サウンド]の順に選択しま 

す。 

2. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択し、[テスト]ボタンをクリックします。 

スピーカーまたは接結した へッ ドフォンから音が鳴ります。 

お使いのコンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選がしま 

す。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存しま 
す。 

3. マルチメディアプログラムを開き、サウンドを再生します。 

コンピューターの才ーディオ設をを確認または変更するには、[スタート]一[コントロールパネル] 
一[ハードウIアとサウンド]一[サウンド]の順に選択します。 
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インテルワイヤレス■ディスプレイ（一部のモデルのみ） 

インテルワイヤレス■ディスプレイを使用すると、コンピューターの画面を無線でテレビと共有で 
きます。ワイヤレス•ディスプレイを使巧するには、巿販のワイヤレス■テレビアダプターを別途 
購入する必要があります。ブルーレイディスクなど、出力保護を行っているコンテンツは、インテル 
ワイヤレス■ディスプレイには表示されません。無線アダプターの巧巧について詳しくは、アダプ 
夕一の製造元の説明書を参照してください。 


ま記： インテルワイヤレス•ディスプレイを使巧する前に、お使いのコンピューターで無線が有 
効になっていることを確認します。 

を記： インテルワイヤレス•ディスプレイでは、外付けディスプレイデバイスでの 3D の再生は 
サポートされません。 


Web カメラ 

お使いのコンピューターには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。プリインス 
卜ールされているソフトウェアを使巧すると、 Web カメラで静止画像を撮影したり、動画を録画した 
りできます。また、写真や録画した動画をプレビューできます。 

[HP Webcam] ソフトウェアを巧巧すると、な下の機能を利巧できます。 

• 動画の撮影および共有 

• インスタントメッセージソフトウェアを使用した動画のストリーミング 

• 静止画像の撮影 

Web カメラにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプログラム]一 [Communication and 
Chat] (通信とチャット）一 [CyberLink YouCam] の順に選択します。 

Web カメラの使巧方まについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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HDMI 


HDMI (High Definition Multimedia Interface ) コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタル 
または才ーディオコンポーネントなどの別売のビデオデバイスまたはナーディオデバイスとコン 
ピューターを接続するためのコネクタです。 


を記； HDMI コネクタを使用してビデオ信号または音声信号を伝送するには、 HDMI ケーブル（別 
売）が必要です。 


コンピューターの HDMI コネクタには、1つの HDMI デバイスを接続できます。コンピューター本体 
の画面に表示される情報を HDMI デバイスに同時に表示できます。 

1 . HDMI ケーブルの一方の端をコンピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. ケーブルのもう一方の端をビデオデバイスに接続します。接続後の手順については、製造元の 
説明書を参照してください。 

HDMI 用のオーディオの設定 

HDMI 才ーディオを設定するには、まず、お使いのコンピューターの HDMI コネクタに HD 対応テレ 
ビなどのオーディナまたはビデナデバイスを接続します。次に、 W 下の手順でオーディオ再生のネ刀 
期デバイスを設定します。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[スピーカー]アイコンをちクリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [巧生]タブで[デジタル出力]または[デジタル出カデバイス （HDMI )] をクリックします。 

3. [既定値に設定]一 [OK] の順にクリックします。 

オーディオをコンピューターのスピーカーに戻すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[スピーカー]アイコンをちクリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [巧生]タブで、[スピーカー]をクリックします。 

3. 概定値に設定]一 [0K] の順にクリックします。 
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6 電源の管理 


お使いのコンピューターは、バッテリ電源または外部電源で動作できます。コンピューターがバッテ 
リ電源でのみ動作しており、外部電源を使用してバッテリをち電することができない場合は、バッテ 
リ残量を監視し、節約することが重要です。お使いのコンピューターでは、電源を使用したり節電し 
たりする方法を管理できる電源プランがサポートされているため、コンピューターのパフオーマンス 
と節電のバランスを取ることができます。 


隊 誘で く獄: コン ピユ-夕-に装着されているバツテリは、な身で取り外したり交換したりし 


お使いのコンピューターに装着されている充電まバッテリは内蔵型で、ューザーが着脱するタイプの 
ものではありません。バッテリの交換は、必ず HP のサポート担当者にご依頼ください。バッテリは 
消お品です。バッテリの寿命は使用環境により異なりますが、使巧開始から1年が目まとなり、使用 
を繰り返すと徐々に劣化して、バッテリ容量が化下していきます。バッテリの状態を監視する場合、 
またはバッテリが巧電されなくなつた場合は、 [HP ヘルプとサポート]で [HP バッテリチェック]を実 
行してください。 [HP バッテリチェック]にバッテリを交換する必要があると表示されている場合 
は、使用を中止し、バッテリの交換についてサポート窓口にお問い合わせください。 
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スリープまたはハイバネーシヨンの開始 

Microsoft Windows には、スリープとハイバネーシヨンの2つの省電力設定があります。 


箇^; ま記 . Intel RST (Rapid Start Technology ) は、出荷時に有効に設定されています 。 Intel RST で 
は、ューザーが手動で選択できる省電力設定はスリープ状態のみです （Intel RST がセットアップ 
ューティリティ （ BIOS ) で無効になっている場合を除く）。ただし、バッテリ電源を使用していると 
きも外部電源を使用しているときも操作しない状態が続いた場合、または完全な口ーバッテリ状態 
に達した場合には、システムによりハイバネーシヨンが開始されます。 


スリープ状態では、画面表示がミ肖え、作業中のデータがメモリに保存されるため、スリープを終了す 
るときはハイバネーシヨンを終了するときよりも早く作業に戻れます。コンピユーターが長時間ス 
リープ状態になった場合、またはスリープ状態のときにバッテリが完全な口ーバッテリ状態になっ 
た場合は、ハイバネーシヨンを開始します。 

ハイバネーシヨン状態では （Intel RST がセットアップユーティリティ ( BIOS ) で無効になってい 
る場合）、データがハードドライブのハイバネーシヨンファイルに保存されて、コンピューターの電 
源が切れます。 


么 を意： オーディオおよびビデオの劣化、巧生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、別売の外 
付けオプティカルドライブによるディスクの読み取り/書き込み中、または外付けメディアカードの 
読み取り/書き込み中にスリープ (Intel RST が無効になっている場合はハイバネーシヨン）を開始し 
ないでください。 

を記. コンピユーターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、無線接続やコンピユー 
夕 一の機能を実行することが一切できなくなります。 


スリープの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているときも外部電源を使用しているときも操作しない状態が一定時間続い 
た場合に、システムがスリープを開始するよう出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは 、 Windows の[コントロールパネル]の 博源 オプション] を使巧して変 
更できます。 

コンピューターの電源が入っているときにスリープを開始するには、な下のどれかの操作を行いま 
す。 

電源ボタンを短〈押します。 

• ディスプレイを閉じます。 

• [スタート]を選択し、[シャットダウン]ボタンの横じある矢印一[スリープ]の順にクリックしま 
す。 

スリープ状態を終了するには、 W 下の操作を行います。 

• 電源ボタンを短く押します。 

• ディスプレイが閉じている場合は、ディスプレイを開きます。 

• キーボードのキーを巧します。 

• タッチパッドで、タップするか指を滑らせます。 

コンピューターがスリープを終了すると電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻りま 
す。 
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|§^ま記： 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 
に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


ハイバネーシヨンの開始および終了 

Intel RST (Rapid Start Technology ) は、出荷時に有効に設定されています 。 Intel RST では、ユー 
ザーが手動で選ができる省電力設定はスリープ状態のみです (Intel RST がセットアップユーティリ 
ティ （ BIOS ) で無効になっている場合を除く）。ただし、バッテリ電源を使用しているときも外部電 
源を使用しているときも操作しない状態が続いた場合、または完全な口ーバッテリ状態に達した場 
合には、システムによりハイバネーシヨンが開始されます。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の [コントロールパネル] で変更できます。 

ハイ バ ネーシ ヨンを開始するには （Intel RST が無効になっている場合）、 [スター ト]一 [シャットダウ 
ン]ボタンの横にある矢印一[休止状態]の順にクリックします。 

ハイ バ ネーシ ヨンを終了するには、電源ボタンを短く押します。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 


を記： 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 
に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイ/くネーシヨン状態が終了したときにパスワードの入力をホめるようにコン 
ピューターを設をするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一博源オプシヨソの順に選 
択します。 

2. 左側の枠内で、[スリープ解除時のパスワード保護]をクリックします。 

3. [現在利用可能ではない設をを変更します]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（巧契） ] をクリックします。 


ま記： ユーザーアカウントを作成したり、現在のユーザーアカウントを変更したりする場合 
は、[ユーザーアカウントパスワードの作成またはを動をクリックしてから、画面に表示され 
る説明に沿って操作します。ユーザーアカウントパスワードを作成または変更する必要がな 
い場合は、手順5に進んでください。 


5. [変更の保巧]をクリックします。 
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電源 メーターの 使用 

電源メーターはタスクバーのち端の通知領域にあります。電源メーターを使用すると、すばやく電源 
設定にアクセスしたり、バツテリ充電残量を表示したりできます。 

• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、ポインターを[電源メータ ー] アイコンの上に移 
動します。 


• 電源オプションにアクセスしたり、電源プランを変更したりするには、[電源メータ ー] アイコン 
をクリックして一覽から項目を選択します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[電源メータ ー] アイ 
コンのおの違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態または完全な口一 
バッテリ 状態になった場合にそのメ ツセージも表示されます。 
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電源プランの選択 

コンピューターの電源の使用方まを管理する電源プランによって、電力を節約し、パフォーマンスを 
最大限に向上させることができます。 

レ: i 下の電源プランを利巧できます。 

• HPit 奨：自動的じパフォーマンスとエネルギー消費量のバランスを取ります。 

• 省電力：システムのパフォーマンスと画面の輝度を低下させることによって電力を節約します。 

• 高 パフォーマンス： パフォ ー マンスを優先しますが、エネルギ ー 消費量が増える可能性がありま 
す。 

また、独自の電源プランを作成したり、その電源プランをカスタマイズしたりすることによって、コ 
ンピューターの使巧方法を二ーズに合わせて変更できます。 

電源プランを選択するか、独自のプランを作成するには 、 [HP Power Manager ] (-部のモデルのみ) 
または Windows の [コントロールパネル] を使用します。 

[HP Power Manager ] を開始するには、 [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウ 
ンド]一 [HP Power Manager] の順に選択します。 

[コントロールパネル] の[電源 オプション] にアクセスするには、 [スタート] 一 [コントロールパネル] 
一 [システムとセキュリティ] 一[電源 オプション] の順に選巧し、 一覧 から電源プランを選巧します。 
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バッテリ電源での駆動 

巧電巧みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、 コン ピューターはバッテリ電源 
で動作します。充電巧みのバッテリを装着した コン ピューターから AC アダプターを取り外すと、電 
源が自動的にバッテリ電源に切り替わり、バッテリ電源を節約するために画面の輝度が下がります。 
バッテリを コン ピューターに装着したままにしておくと、 コン ピューターを外部電源に接続していな 
い 場合は、 コン ピューターがオフのときでもバッテリは徐々に放電していきます。 

コンピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、コンピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

バッテリに関する情報の確認 

[ヘルプとサポート]では、バッテリに関するな下のツールと情報が提供されます。 

• バッテリの性能をテストするための [ヘルプと サポ ート] の [ HP バッテリチェック] ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための、バッテリゲージの調整、電源管理、および適切な取り扱いと 
保管に関する情報 

• バッテリの種類、仕巧、ライフサイクル、および容量に関する情報 

バッテリに関する情報にアクセスするには、に夕ート]一[ヘルプとサポート]一[詳細]一[電源プラ 
ン：よ〈寄せられる質問]の順に選択します。 

バッテリの節電 

バッテリ寿命の節約および最大化のためのヒントをな下に示します。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• [電源オプション]で[省電力]設定を選択します。 

• 使用していない無線をオフじします。 

• 外部電源に接結されていない外イ寸けデバイスのうち、 USB コネクタに接結している外付けハー 
ドドライブなど、使用していないものをコンピューターから取り外します。 

• 使巧していない外イ寸けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• しばらく作業を行わないときは、スリープまたはハイバネーシヨン （Intel RST がセットアップ 
ューティリティ旧 IOS ) で無効になっている場合）を開始するか、コンピューターの電源を切 
ります。 

ロー バッテリが態の確認 

コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態また 
は完全な口ーバッテリ状態になった場合は、な下のようになります。 

• AC アダプターいくッテリランプが、口ーバッテリ状態または完全な口ーバッテリ状態になっ 
ていることを示します。 

または 

• 通知領域の[電源メータ ー] アイコンが、口ーバッテリ状態または完全な口ーバッテリ状態に 
なっていることを通知します。 
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ま記： 電源メーターについて詳しくは、「電源メーターの巧巧」の項目を参照して〈ださし、。 


完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターではな下の処理が行われます。 


|§<リ 主記 ： Intel RST (Rapid S ね rt Technology ) は、出荷時に有効に設定されています 。 Intel RST で 
は、ューザーが手動で選択できる省電力設をはスリープ状態のみです （Intel RST がセットアップ 
ユーティリティ （ BIOS ) で無効になっている場合を除く）。ただし、バッテリ電源を使巧していると 
きも外部電源を使巧しているときも操作しない状態が続いた場合、または完全な口ーバッテリ状態 
に達した場合には、システムによリハイバネーシヨンが開始されます。 


• ハイバネーションが有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
バネーションが開始します。 

• ハイバネーションが無効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失 
われます。 

ロー バッテリ状態の解決 

外部電源を使用できる場合のロー バッテリ状態の解決 

• AC アダプターを接続します。 

• 別売のドッキングデバイスまたは化張デバイスを接続します。 

• HP からオプション製品として購入した電源アダプターを接続します。 

電源を使用できない場合のロー バッテリ状態の解み 

• ハイバネーシヨンを開始します。 


ま記 ： Intel RST (Rapid Start Technology ) は、出荷時に有効に設ミされています 。 Intel RST 
では、ユーザーが手動で選択できる省電力設定はスリープ状態のみです （Intel RST がセツトアツ 
プューティリティ （ BIOS ) で無効になっている場合を除く）。ただし、バツテリ電源を使用し 
ているときも外部電源を使巧しているときも操作しない状態が続いた場合、または完全な口一 
バツテリ 状態に達した場合には、 システムによりハイバネーシヨンが開始されます。 


• 作業中のデータを保巧してコンピューターをシャツトダウンします。 

ハイバネーシヨンを終了できない場合のロー バッテリ状態の解決 


茵リ主 記 ： Intel RST (Rapid S ね rt Technology ) は、出荷時に有効に設定されています 。 Intel RST で 
は、ューザーが手動で選ができる省電力設をはスリープ状態のみです （Intel RST がセットアップ 
ユーティリティ ( BIOS ) で無効になっている場合を除く）。ただし、バッテリ電源を使巧していると 
きも外部電源を使巧しているときも操作しない状態が続いた場合、または完全な口ーバッテリ状態 
に達した場合には、システムによリハイバネーシヨンが開始されます。 


ハイバネーシヨンを終了するための十分な電力がコンピューターに残っていない場合は、な下の操作 
を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターおよび外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを押して、ハイバネーシヨンを終了します。 
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外部電源での駆動 

外部電源の接続について詳しくは、コンピューターのお包箱に同捆されている『セットアップ手順 J 1 
ポスターを参照してください。 

純正の AC アダプター、または別売のドッキングデ/《イスや化張デバイスを巧巧してコンピューター 
が外部電源に接続されている場合、コンピューターはバッテリ電源を使巧しません。 


么 警告！ ま全に関する問題の発生を防ぐため、コンピューターを使用する場合は、コンピューターに 
付属している AC アダプター、 HP が提供する交換巧 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターだけを使用してください。 

な下のどれかのを件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 

A 警告 I ~ 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。 

• バッテリを巧電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• 外付けオプティカルドライブ（別売）を巧用してディスクに情報を書き込む場合 

• バックアップまたは復元を実行する場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの巧電が開始されます。 

• ディスプレイの輝度が上がります。 

• 通知領域にある電源メーターアイコンのお状が変わります。 

外部電源の接続を外すと、な下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。 

AC アダプターに関するトラブルシューティング 

外部電源に接続したときにコンピューターにな下の状況のどれかが見られる場合は、サポート窓口に 
お問い合わせください。 

• コンピューターの電源が入らない。 

• ディスプレイの電源が入らない。 

• 電源ランプが点灯しない。 
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AC アダプターをテストするには、な下の操作を行います。 

1. コン ピユーターをシャットダウンします。 

2. AC アダプターを コン ピユーターに接続してから、電源 コンセントに 接続します。 

3. コン ピユーターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点なした場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消なしたままになっている場合は、 AC アダプターとコンピユーターの接続お 
よび AC アダプターと電源コンセントの接続をチ; L ックし、確実に接続されていることを確 
認します。 

• 確実に接続されているのに電源ランプが消なしたままになっている場合は、 AC アダプター 
が動作して いないため交換する必要があり ます。 

交換用 AC アダプターを入手するちまについては、サポート窓口にお問い合わせください。 


HP CoolSense 

[HP CoolSense ] は、コンピューターが静止した状態にないことを自動的に検出し、パフォー 

マンスおよびファン設をを調整するため、コンピューターの表面温度が最適な状態に維持されます。 

[HP Coo 旧 ense ] がオフの場合、コンピューターの状態が検出されず、パフォーマンスおよびファンの 
オプションは出荷時の設定のままになります。そのため 、 [HP CoolSense ] をオンにしたときに比べて 
コンピューターの表面温度が高くなる可能性があります。 

[HP CoolSense ] をオンまたはオフにするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウンド] 一 [HP Coo 旧 ense ] の順に選 

択します。 

2. [ On ] (ナン）または [ Off ] (オフ）を選巧します。 
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ソフトウエア内容の更新 

コンピユーターがスリープ状態の場合、インテルスマート-コネクト-テクノ ロジーによって定期 
的にコンピユーターのスリープ状態が終了されます。その後、開いているアプリケーシヨンのうち、 
必要なものの内容が更新され、スリープ状態が再開されます。そのため、スリープ状態が終了した後 
すぐに作業を再開できます。更新がダウンロードおよびインストールされる間、作業の手を止めて待 
つ必要はありません。 

▲ インテルスマート-コネクトを開いてこの機能を無効にするか、手動で設定を調整するには、 

スタートー[すべてのプログラム]一 [ Intel]— > [Intel Smart Connect Technology ] (インテル 
スマー ト■コネクト-テクノ ロジ ー ） の順に選択します。 

さらに詳しい情報およびサポートされているアプリケーシヨンの一覧については、ソフトウ エアのへ 
ルプを参照してください。 

コンピューターのシャツトダウン 


么を 意： コンピューターをシャットダウンすると、保存されていない情報は失われます。 


[シャツ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終 
了し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

な下の場合は、コンピューターをシャツトダウンします。 

• USB コネクタまたはビデオコネクタな外のコネクタじ外付けハードウエアデバイスを接続す 
る場合 

• コンピューターを長期間使用せず、外部電源から切断する場合 

電源ボタンでコンピューターをシャツトダウンすることもできますが、 Windows の [シャツ トダウン] 
コマンドを巧巧したな下の手順をおすすめします。 


Pf を記. コンピユーターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、シャツトダウンをする前 
にスリープまたはハイバネーシヨンを終了する必要があります。 


1. 作業中のデータを保巧して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート]一[シャットダウン]の順に選択します。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使用できない場合は、な下の緊急手 
順を記載されている順に試みてください。 

• Ctrl + alt + delete キーを押してから、画面上で電源の[シャットダウン]アイコンをクリックし 
ます。 

• 電源ボタンを5砂程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切り離します。 
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7 外付けカードおよび外付けデバイス 


メディアカードの使用 

別売のメディアカードは、データをを全に格納し、簡単に共有できる力ードです。これらの力ード 
は、他のコンピューターな外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使用されま 
す。 


お使いの コン ピューターでサポートされているメディアカードのおまは、 9 ぺージの「左側面の各 
部 J _ を参照して確認してください。. 


メディアカードの挿入 

/\ を意:~ メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときは無理な力 

を加えないでください。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピユーター側に向けて持ちます。 

2, メディアスロットに力ードを挿入し、力ードがしっかりと収まるまで押し込みます。 



デバイスが検出されると音が鳴り、場合によっては使用可能なナプシヨンのメニューが表示され 
ます。 
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メディアカードの取り出し 


么を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行ってメディアカードをを全 
に取り出します。 

1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. タスクバーのち端の通知領域にある [ハー ドウエアのま全な取り外し]アイコンをクリックしま 
す。次に、画面の説明に沿って操作します。 

3. 力ードをスロットから取り出します。 



ま記. 力ードが出てこない場合は、力ードを引いてスロットから取り出します。 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、ハブなどの別売の外付け 
デバイスを接続するためのハードウェアインターフェイスです。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウ X アを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれているか、ディスクに収録されている 
か、またはソフトウェアの製造元の Web サイトから入手できます。 

お使いのコンピューターには、1つの USB 2.0 コネクタおよび1つの USB 3.0 コネクタがあります。 


箇>^;ま記 ； お使いのコンピューターには1つの USB 3.0 コネクタが搭載されています 。 USB 3.0 コネ 
クタには別売の USB 3.0 デバイスを接続でき、 f 店張された USB 電源のパフォーマンスを提供しま 
す。また 、 USB 3.0 コネクタは USB 1.0 および 2.0 のデバイスにも対応しています。 


別売のドッキングデバイスまたは USB ハブには、コンピューターで使用できる USB コネクタが装 
倫されています。 
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USB デバイスの接続 

么 ;ま意 ： U SB コネクタの損傷を防ぐため、デバイスを接続するときは無理な力を加えないでくださし、。 
▲ デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに接続します。 

ま記 . ~~ お使いのコンピューターの USB コネクタは、ここに記載されている図と多少異なる場 

合があります。 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 


を記： 初めて USB デバイスを装着した場合は、デバイスがコンピューターによって認識されたこ 
とを示すメッセージが通な領域に表示されます。 


USB デバイスの取り外し 


么を 意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でくださし、。 

を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って USB デバイスをを全に 
取り外します。 


1. USB デバイスを取り外すには、情報を保巧し、デバイスに関連するすべてのプログラムを閉じ 
ます。 

2. タスクバーのち端の通知領域にある [ハードウ X アのを全な取り外し]アイコンをクリックし、画 
面の説明に沿つて操作します。 

3. デバイスを取り外します。 
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別売の外付けデバイスの使用 

を記： 必要なソフトウエアやドライバー、および使巧するコンピューターのコネクタの種類につし、' 

て詳しくは、デバイスに付属の説明書を参照してください。 

外付けデバイスをコンピューターに接続するには、な下の操作を行います。 

~~ 電源付きデバイスの接続時に装置が損傷することを防ぐため、デバイスの電源が切れてい 

て、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してください。 

1. デバイスをコンピューター I こ接続します。 

2. 別電源が必要なデバイスを接続した場合は、接地した外部電源のコンセントにデバイスの電源 
コードを差し込みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外イ寸けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コン 
ピューターからデバイスを取り外した後、デバイスの電源コードを抜きます。 

別売の外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保巧したり、情報にアクセスしたりできる場 
巧が増えます。 USB ドライブを追加するには、コンピューターの USB コネクタに接続します。 

USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• 別売の外付けオプティカルドライブ （ CD 、 DVD 、 およびブルーレイ） 

• マルチベイデバイス 
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8 ドライブ 


ドライブの取り扱い 


么を 意： ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り圾いにはミ主意が必要です。外付け 
ドライブの取り巧いについては、な下のま意事項を参照してください。必要に応じて、追加のを意事 
項および関連手順を示します。 

を記： このガイドのハードドライブという用語はすべて 、 SSD (Solid State Drive ) のことを指し 
ます。 


レ: i 下の点にま意してください。 

• 外付けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような 
場合は、事前にスリープを開始して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切 
に取り外してください。 

• 別売の外付けオプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キー 
ボードから入力したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の 
影響を受けやすい動作です。 

• バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に巧電 
されていることを確認してください。 

• 高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

• ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーな 
どを吹きかけないでください。 

• ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライブからメディアを取り出してくださ 
い。 

• ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の 
金属探知器や金属探知棒がさまれます。空港のベルトコンベアなど機内持ち込み手荷物を 
チェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使巧してチェックを行うので、ドライブ 
には影響しません。 
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9 コン ピューターの保護と情報 


コンピューターのセキュリティは、情報の機密性、整合性、および可用性を保つために重要です。 
Windows オペレーティングシステム、 HP アプリケーシヨン、 Windows な外のセットアップユー 
ティリティ （ BIOS )、 およびその他の化社製ソフトウェアの標準のセキュリティソリューシヨンに 
よって、ウィルス、ワーム、およびその他の種類の悪質なコードなどのさまざまなリスクからお巧い 
のコンピューターを保護できます。 


重要： この章に記載されている一部のセキュリティ機能は、お使いのコンピューターでは使用でき 
ない場合があります。 



コンピューターでの危険性 

セキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

• 電源投入時パスワード 

コンピューターウイルス 

ウィルス 対策 ソフトウェア 

データへの不正なアクセス 

ファイアウオールソフトウェア 

セットアップユーティリティ旧 IOS) の設 を、 およびその 
他のシステム 識別 情報への不正なアクセス 

管理者パスワード 

コンピューターへの現在または将来の脅威 

ソフトウ X アの更新 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

ユーザーパスワード 
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セキュリティソフトウェアの特定（一部のモデルのみ） 

[HP Security Assis ね ロリには、 タスクごとにまとめられたセキュリティソフトウェアアプリケー 
シヨンの コ レクシヨンにすばやくアクセスを開始するための場所が用意されています。[スター ト]メ 
ニューと [コントロールパネル] を通じて各アプリケーシヨンを検索する代わりに 、 [HP Security 
Assis ね nt ] からな下のセキュリティタスクにアクセスできます。 

• インターネットおよびウィルス対策セキュリティのセットアップ 

• ファイルのバックアップおよび復元 

• パスワード、ューザーアカウント、および保護をによる制限の管理 

• コンピューターのメンテナンスおよび最新の HP と Windows の更新プログラムのインストール 

[HP Security Assistant ] を開くには、[スタート]一[すべてのプログラム]一 [Secur け y and 
Protection ] (セキュリティと保護）一 [HP Secur け y Assistant ] の順に選巧します。 

パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピューターの情報を保護するため、およびオンラインでの情報のやり 
取りをよりを全にするために選択する文字列です。いくつかの種類のパスワードを設定できます。 
たとえば、コンピューターをネ刀めてセットアップするときに、コンピューターを保護するためにュー 
ザーパスワードをセットアップするよう求められます。追加のパスワードは、 Windows 、 およびコ 
ンピューターにプリインストールされている HP セットアップユーティリティ （ BIOS ) で設定でき 
ます。 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) の機能と Windows のセキュリティ機能には、同じパスワード 
を使用するとよいでしょう。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、な下のヒントを参考にしてください。 

• コンピューターがロックされないように、パスワードはすべて書き留め、コンピューターから離 
れた安全な場戸斤に保管しておきます。パスワードをコンピューター上のファイルに保巧しない 
でくださし、。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従ってください。 

• 3か月ごとにパスワードを変更することをお勧めします。 

• できる限り文字、句読点、記号、および数字を組み合わせて、長いパスワードを設定します。 

• コンピューターを修理などのためにサポートあてに送付する場合は、ファイルのバックアップ、 
機密性の高いファイルの削除、およびすベてのパスワード設定の削除を事前に行ってください。 

スクリーンセーバーのパスワード'など、 Windows のパスワードについて確認するには、[スタート] 
一[ヘルプとサポート]の順に選択してください。 
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Windows でのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

ユーザーパスワード 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します。 

スリープまたはハイバネーシヨンを終了する場合にも入力す 
る必要があります 

管理者パスワード 

管理者レベルのデータへのアクセスを保護します 

を記： このパスワードは、セットアップユーティリティ 
( BIOS ) のデータへのアクセスには使用できません 

セットアップユーティ 

r リティ （ BIOS ) でのパスワードの設定 

パスワード 

機能 

管理をパスワード* 

• セットアップユーティリティ （ BIOS ) にアクセスする 
たびにこのパスワードを入力する必要があります 

• 管理者パスワードを忘れた場合は、セットアップユー 
ティリティ ( BIOS ) にアクセスできません 

を記： 管理者パスワードは、電源投入時パスワードの代わ 
りに使用できます 

を記： 管理者パスワードは、 Windows で設定した管理者パ 
スワードで置き換えができず、設定、入力、変更、または削 
除時に表示されません 

を記 ： [Press the ESC key for Startup ] という メ ッセージ 
が表示される前の最初のパスワード確認のときに電源投入時 
パスワードを入力した場合は、セットアップユーティリティ 
( BIOS ) にアクセスするときに管理者パスワードを入力する 
必要があります 

電源投入時パスワード* 

• コンピューターの電源投入時、再起動時、またはハイ/く 
本ーシヨンの終了時には必ずこのパスワードを入力す 
る必要があります 

• 電源投入時パスワードを忘れると、コンピューターの電 
源を入れることも、再起動も、ハイバネーシヨンの終了 
もできなくなります 

を記： 管理者パスワードは、電源投入時パスワードの代わ 
りに使用できます 

を記： 電源投入時パスワードは、設定、入力、変更、また 
は削除する場合に表示されません 
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セットアップユーティリティ （ BIOS ) で管理者または電源巧入時パスワードを設定、変更、または 
削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか巧起動してセットアップユーティリティ （ BIOS ) を開き 
ます。画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されて 
いる間に、 esc キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して、画面の説明に沿って操作します 。 [Startup Menu ] (スタートアップメ 
ニュー）が表示されたら 鬥〇 キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して、 [ Security ] (セキュリティ）を選択し、画面の説明に沿って操作します。 
変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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インターネットセキュリティソフトウェアの使用 

コンピューターで電モメ ールを巧巧するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 
ときは、コンピューターがコンピューターウィルス、スパイウェア、およびその他のオンラインの 
脅威にさらされる可能性があります。お使いのコンピューターを保護するために、ウィルス対策およ 
びファイアウォール機能を含むインターネットセキュリティソフトウェアが試用版としてお使い 
のコンピューターにプリインストールされている場合があります。新しく発見されたウィルスおよ 
びその他のセキュリティリスクからコンピューターを保護するには、セキュリティソフトウェアを 
最新の状態にしておく必要があります。セキュリティソフトウェア試用版をアップグレードする 
力、、自分でセキュリティソフトウ X アを購入して、お使いのコンピューターを確実に保護すること 
を強くおすすめします。 

ウィルス対策ソフトウェアの使用 

コン ピュ ーター ウィルスに感染すると、プログラム、 ユー ティリティ、 オペレーテ ィングシステム 
などが使用できな〈なったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。ウィルス対策ソフト 
ウェアを使用すれば、ほとんどのウィルスが検出および駆除されるとともに、通常、ウィルスの被害 
にあった箇所を修復することも巧能です。 

コンピューターウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポ ー ト]の[検索]テキスト 
フィールドに「ウィルス」と入力してください。 

ファイアウォールソフトウェアの使用 

ファイアウォールは、システムやネットワークへの不正なアクセスを防ぐように設計されています。 
ファイアウォールには、コンピューターやネットワークにインス I ルするソフトウてアもあれば、 
ハードウェアとソフトウェアの両方の組み合わせもあります。 

検討すべきファイアウォールにはな下の2種類があります。 

• ホストベースのファイアウォール：インストールされているコンピューターだけを保護するソフ 
トウェアです。 

• ネットワークべースのファイアウォール： DSL モデムまたはケーブルモデムとホームネット 
ワークの間に設置して、ネットワーク上のすべてのコンピューターを保護します。 


ファイアウォールをシステムにインストールすると、そのシステムとの間で送受信されるすべての 
データが監視され、ユーザーのを養したセキュリティ基準と比較されます。セキュリティ基準を満た 
していないデータはすべてブロックされます。 
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コンピューターの保護と情報 


ソフトウェア アップデー トのインストール 

お使いのコンピューターにインス I ルされている HP、Microsoft Windows 、 および他社製ソフト 
ウェアは、セキュリティの問題を修正するため、およびソフトウェアパフォーマンスを向上させる 
ために、を期的に更新する必要があります。 

Windows セキュリティアップデートのインス!—ル 

オペレーティングシステムやその他のソフトウてアに対するアップデートが、コンピューターのエ 
場出荷後にリリースされている可能性があります。 Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を 
配信しています。お使いのコンピューターをセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保 
護するため、通知があった場合はすぐに Microsoft なからのすべてのオンライン緊急アップデートを 
インストールしてください。 

すべての使用可能なアップデートが確実にコンピューターにインストールされているようにするに 
は、な下の操作を行います。 

• コンピューターのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update ] を実行しま 
す。[スターり一[すべてのプログラム]一 [Windows Update ] の順に選択します。 

• [Windows Upda 词は毎月実行してください。 

• Windows およびその他の Microsoft 社のプログラムのアップデートがリリースされるたびに、 
Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサポート]のアップデートリンクから入手します。 

HP および他社製ソフトウェアアップデートのインストール 

お使いのコンピューターにあらかじめインストールされているソフトウ X アやドライバーを定期的 
に更新することをおすすめします。最新バージョンをダウンロードするには、 http :// www . hp . com / 
SUDD 0 か に アクセスしてください。ここでは、コンピューターをを録するときに、アップデートが使 
用可能になった場合に自動更新通知を受け取るように設ますることもできます。 

コンピューターの購入後に他社製ソフトウェアをインストールした場合、そのソフトウ X アをを期的 
に更新します。ソフトウェア企業は、製品のソフトウェアアップデートを提供することでセキュリ 
ティの問題を修正し、ソフトウェアの機能を向上させています。 

無線ネットワークの保護 

無線ネットワークをセットアップする場合、常にセキュリティ機能を有効じします。詳しくは、「ネッ 
トワーク」の章の「無線 LAN の保護」を参照してください。 


ソフトウェアアプリケーションと情報のバックアップ 

ソフトウェアアプリケーションと情報を定期的にバックアップして、ウィルスの攻撃や、ソフトウェ 
アまたはハードウェアの障害によって、アプリケーションと情報が恒久的に失われたり、損傷を受け 
たりしないように保護します。詳しくは、「バックアップおよび復元」を参照してくださし、。 
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10 バックアップおよび復元 


お使いのコンピューターには、オペレーティングシステムに付属のツールおよび HP が提供している 
ツールが含まれています。これらを使用すると障害発生時に情報を保護および復元できます。 

この章には、な下のトピックに関する情報が含まれています。 

• リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブの作成 （[HP Recovery 
Manager ] (HP リカバリマネージャー）ソフトウェアの機能） 

• (復元巧パーティシヨン、リカバリディスク、またはリカバリフラッシュドライブからの）シ 
ステムの復元の実行 

• 情報のバックアップ 

• プログラムまたはドライバーの復元 
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システムの復元 

コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合は、リカバリディスクセットまたはリカバ 
リフラッシュドライブを使巧してシステムを工場出荷時の状態に復元する必要があります。これ 
らのツールの作成は、コンピューターを最初にセットアップした後すぐに、 [HP Recovery Manager ] 
(HP リカバリマネージャー）を巧巧して完了させておくことが理想的です。 


1^; ま記： このガイドのハードドライブという用語はすべて、 SSD (Solid State Drive ) のことを指し 


問題がハードドライブの障害ではない場合は、 HP 復元巧パーティシヨンを使巧してシステムを復元 
できます。この場合、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは使用しません。復 
元巧パーティシヨンの有無を確認するには、[スタート]をクリックし、[コンピューター]をちクリッ 
クして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。復元巧パーティシヨンがある場合、ウィン 
ドウにリカバリドライブが表示されます。 


A を意: [HP Recovery Manager ] (パーティシヨンまたはディスク/フラッシュドライブ）は、工場 
出荷時にプリインストールされていたソフトウエアのみを復元します。このコンピューターにイン 
ストールされていなかったソフトウてアは、手動で再インストールする必要があります。 


復元メディアの作成 

ハードドライブに障害が発生した場合および何らかの理由で復元用パーティシヨンツールを使用し 
て復元できない場合にコンピューターを工場出荷時の状態に復元できるように、リカバリディスク 
またはリカバリフラッシュドライブを作成しておくことをおすすめします。リカバリディスクま 
たはリカバリフラッシュドライブは、コンピューターを最初にセットアップした後、なるべく早く 
作成してください。 


|§^ま記： [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー) を巧巧して作成できるリカバリディ 
スクまたはリカバリフラッシュドライブは、1セットのみです。リカバリディスクは慎重に取り扱 
し、、を全な場所に保管して〈ださい。 

を記： 外付けオプティカルドライブ（別売）を使用してリカバリディスクを作成するか、または 
HP の Web サイトからお使いのコンピューター用のリカバリディスクを購入できます。外付けオプ 
ティカルドライブを使巧する場合は、 USB ハブなどの化の外付けデバイスにある USB コネクタでは 
なく、コンピューター本体の USB コネクタに直接接結する必要があります。 


ガイドライン： 

• 高品質な DVD - R 、 DVD + R 、 DVD-R D しまたは DVD+R DL ディスクを購入してくださし、。 


隊を 記： [HP Recovery Manager ] ソフトウエアは、 CD - RW 、 DVD ± RW 、 2層記録 DVD ± RW 、 も' 
よび BD-RE (巧書き込みが可能なブルーレイ）ディスクなどのような書き換え可能なディスク 
には対応していません。 


• このプロセスでは、コンピューターを外部電源に接続する必要があります。 

• リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは、1台のコンピューターに対して1 
セツトのみ作成できます。 
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ま記： リカバリディスクを作成する場合は、各ディスクに番号を付けてから別売の外付け才 
プティカルドライブに挿入します。 


• 必要に応じて、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブの作成が完了する前に、 
プログラムを終了させることができます。次回 [HP Recovery Manager ] を起動すると、バック 
アップ作成プロセスを続行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブを作成するには、な下の操作を行い 
ます。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム] 一 [Security and Protection] (セキュリティと保護）一 [HP 
Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー ） 一 [HP Recovery Media Creation] (HP 

リカバリメディアの作成）の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


システムの復元の実行 

[HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー） ソフトウエアを使巧して、 コン ピユーターを 
工場出荷時の状態に修復または復元できます 。 [HP Recovery Manager ] は、リカバリディスク、リ 
カバリフラッシュドライブ、またはハードドライブ上のま用の復元用パーテイシヨンから実行でき 
ます。 


[ if を記. コン ピューターのハードドライブに障害が発生した場合や、 コン ピューターの動作上の問題 
を修正しようとする試みがすべて失敗した場合は、システムの復元を実行する必要があります。シス 
テムの復元は、 コン ピューターの問題を修正するための最後の手段として試みてください。 

システムの復元を実行する場合は、な下の点にま意して〈ださい。 

• システムの復元は、な前バックアップを行ったシステムに巧してのみ巧能です。コンピューター 
をセットアップしたらすぐに 、 [HP Recovery Manager ] を使用してリカバリディスクのセット 
またはリカバリフラッシュドライブを作成することをおすすめします。 

• Windows は、[システムの復元]機能など、独自の修復機能を備えています。これらの機能をまだ 
試していない場合は、試してから [HP Recovery Manager ] を使巧してシステムを復元してくださ 
い。 

• [HP Recovery Manager ] では、出荷時にインストールされていたソフトウェアのみが復元されま 
す。このコンピューターに付属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトからダウン 
口ードするか、または別売の外付けオプティカルドライブを使巧して、製造元から提供された 
ディスクから再インストールする必要があります。 

ま用の復元用パーティションの使用 

ま用の復元用パーティションを使巧する場合は、復元化理中にオプションでバックアップを実行でき 
ます。画像、音楽およびその他のオーディオ、ビデオや動画、録画したテレビ番組、ドキュメント、 
スプレッドシートおよびプレゼンテーシヨン、電モメール、インターネットのお気に入りおよびイン 
夕ーネット設定をバックアップできます。 
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復元用パーティションからコンピューターを復元するには、下の操作を行います。 

1. お•下のどちらかの方法で [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー） にアクセスしま 
す。 

• [スタート]一[すべてのプログラ厶] 一 [Security and Protection] (セキュリティと保護） 
一 [HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー ） 一 [HP Recovery Manager] 

の順に選択します。 

または 

• コンピューターを起動または巧起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup 

Menu ] というメッセージが表示されている間に esc キーを押しまず。次に、画面に [ F 11 
(System Recovery )] というメッセージが表示されている間に、 f 11 キーを押します。 

2. [HP Recovery Manager] ウィンドウの [System Recovery] (システムの復元）をクリックし 
ます。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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復元メディアを使用した復元 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 1枚目のリカバリディスクを別売の外付けオプティカルドライブに挿入してから、コンピュー 
夕一を再起動します。 

または 

お使いのコンピューターの USB コネクタにリカバリフラッシュドライブを挿入してから、コ 
ンピューターを巧起動します。 

を記： [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー) でコンピューターが自動的に再 
起動しない場合は、コンピューターのブート順序を変更する必要があります。 

3. システムの起動時に f 9 キーを押します。 

4. 外付けオプティカルドライブまたはフラッシュドライブを選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

コンピューターのブート順序の変更 

リカバリディスクのブート順序を変更するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターを巧起動します。 

2. コンピューターの再起動中に esc キーを巧してから、 f 9 キーを巧してブートオプションを表示 
します。 

3. [Boot options ] (ブートオプション）ウィンドウで 、 [Internal CD/DVD ROM Drive ] (内蔵 CD / 
DVD ROM ドライブ）を選巧します。 

リカバリフラッシュドライブのブート順序を変更するには、な下の操作を行います。 

1. フラッシュドライブを USB コネクタに挿入します。 

2. コン ピューターを巧起動します。 

3. コンピューターのち起動中に esc キーを巧してから、 f 9 キーを押してブートオプションを表示 
します。 

4. [Boot options ] ウィンドウで、フラッシュドライブを選択します。 

情報のバックアップおよび復元 

ファイルをバックアップして新しいソフトウェアをを全な場巧に保管することは、ホ常に重要です。 
その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じてを期的にバックアップを作成して 
おくようにします。 

システムをよりよく復元するためには、より新しいバックアップが必要です。 

軟^ ~ コンピューターがウィルスの攻撃を受けている場合や、主要なシステムコンポーネントが 

故障した場合は、最新のバックアップから復元を実行する必要があります。コンピューターの問題を 
修正するには、システム全体の復元を試みる前に、まずバックアップを使用した復元を試みてくださ 
い。 
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情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。な下のようなときに、システムをバックアップします。 

• 定:期的にスケジュールされた時刻 


- ヒント 情報を定期的にバックアップするようにリマインダーを設定します。 


• コンピューターを修復または復元する前 

• ハードウてアまたはソフトウてアを追加/変更する前 
ガイドライン： 

• Windows の[システムの復元]機能を使用してシステムの復元ポイントを作成し、定期的にオプ 
ティカルディスク（別売の外付けオプティカルドライブを使用）または外付けハードドライブ 
にコピーします。システムの復元ポイントの使巧方法について詳しくは、 62 ぺージの 

rWindows システムの復元ポイントの巧巧 を参照してください。 

• 個人用ファイルを[ドキュメント]ライブラリに保存し、このフォルダーを定期的にバックアップ 
します。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューバーの設定のスクリーン 
ショット（画面のコピ ー) を撮って保存します。設ををもう一度入力する必要がある場合、画面 
のコピーを保巧しておくと時間を節約できます。 

スクリーンショットを作成するには、レ: I 下の操作を行います。 

1. 保存する画面を表示させます。 

2. ま示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウだけをコピーするには 、 alt + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには 、 prt sc キーを押します。 

3. ワープロソフトなどの文書を開くか新しく作成して[編集]一[貼り付け]の順に選択します。 
画面のイメージが文書に追加されます。 

4. 文書を保存して印刷します。 

Windows の[バックアップと復元]の使用 

ガイドライン： 

• お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ化理を 
開始してください。 

• 処理完了まで十分な時間の余裕があるときにバックアップ処理を行います。ファイルサイズに 
よっては、処理に1時間な上かかる場合があります。 

バックアップを作成するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[バックアップと復元]の順 
に選択します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、バックアップのスケジュール設定とバックアップの作成を行いま 
す。 
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を記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのューザーアカウント制御機 
能がきまれています。ソフトウェアのインストール、ューティリティの実行、 Windows の設を変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポート]を参照してください。 

Windows システムの復元ポイントの使用 

システムの復元ポイントによって、特をの時点でのハードドライブのスナップシヨットに名前を付け 
て保巧できます。復元ポイント作成後に変更を破棄したい場合に、そのポイントまで戻ってシステム 
を回復できます。 

を記: レ: i 前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイント後に作成されたデータファイルや 
電子メールには影響がありません。 

また、追加の復元ポイントを作成して、ファイルおよび設定の保護を強化できます。 

復元ポイントを作成するとき 

• ソフトウェアまたはハードウ X アを追加/変更する前 

• コンピューターが最適な状態で動作しているとき（を期的に行います） 

ま記: 復元ポイントまで戻した後に考えが変わった場合は、その復元を取り消すことができます。 

システムの復元ポイントの作成 

1. [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ システムとセキュリティ ] 一 [ システム ] の順に選択しま 

す。 

2. 左側の枠内で、 [システムの 保護]をクリックします。 

3. [システムの 保護]タブをクリックします。 

4. [ 作成 ] をクリックし、画面の説明に沿って操作します。 

1^1前のある日時の状態への復元 

コンピューターが最適な状態で動作していた（な前のある日時に作成した）復元ポイントまで戻すに 
は、 W 下の操作を行います。 

1. [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ システムとセキュリティ ] 一 [ システム ] の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、 [システムの 保護]をクリックします。 

3. [システムの 保護]タブをクリックします。 

4. [ システムの復元 ] をクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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11 セットアップユーティリティ （ BIOS ) お 
よびシステム診断 


セットアップューティリティ （ BIOS ) の使用 

BIOS (Basic Input/Output System ) とも呼ばれるセットアップューティリティは、システム上のす 
ベての入出カデバイス（ディスクドライブ、ディスプレイ、キーボード、マウス、プリンターなど） 
間で行われる通信を制御します。セットアップューティリティ ( BIOS ) を使用すると、取リイ寸ける 
デバイスの種類、コンピューターの起動順を、およびシステムメモリと化張メモリの容量を設定で 
きます。 


を記： セットアップューティリティ旧 IOS ) で設を変更を行う場合は、細むの;'主意をキムってくだ 
さい。設をを誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 


セットアップユーティリティ （ BIOS ) の開始 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、セットアップユーティリティ （ BIOS ) を起動します。 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) の言語の変更 

1. セットアップユーティリティ旧 IOS ) を開始します。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration ] (システムコンフィギュレーシヨン）一 
[ Language ] (言語）の順に選巧し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使巧して言語を選択し、 enter キーを巧します。 

4. 選択した言語を確認するメッセージが表示されたら、 enter キーを巧します。 

5. 変更を保存してセットアップユーティリティ旧 IOS ) を終了するには、矢印キーを使用して 
[ Exit ] (終了）一 [Exit Saving Changes ] (変更を保巧して終了）の順に選巧し、 enter キーを 
押します。 

変更はすぐに有劾になります。 
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セットアップユーティリティ （ BIOS ) での移動および選択 

セットアップユーティリティ旧 IOS ) で移動および選巧するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、タブキーやキーボードの矢印キーを使用し 
て項目を移動してから enter キーを押します。 

• 画面を上下にスクロールするには、上向き矢印キーまたは下向き矢印キーを使用します。 

• 開いているダイアログボックスを閉じてセットアップユーティリティ （ BIOS ) のメイン 
画面に戻るには、 esc キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 

2. 門〇 キーを巧して、セットアップユーティリティ （ BIOS ) を起動します。 

セットアップユーティリティ旧に S ) のメニューを終了するには、な下のどれかの方法を選択しま 
す。 

• 変更を保存しないでセットアップユーティリティ （ BIOS ) のメニューを終了するには、 esc キー 
を押し、画面の説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して、 [Ex け ] (終了）一 [Ex け Discarding Changes] (変更を保巧しないで終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

または 

• 変更を保巧してからセットアップユーティリティ旧に S ) のメニューを終了するには、 け〇キー 
を押し、画面の説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して、 [Ex け ] 一 [Exit Saving Changes] (変更を保巧して終了）の順に選択し、 
enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときにち効になります。 

システム情報の表示 

1. セットアップユーティリティ （ BIOS ) を開始します。 

2. [Main] (メイン）メニューを選択します。システム時刻および日付などのシステム情報および 
コンピューターの識別情報が表示されます。 

3. 設をを変更しないでセットアップユーティリティ旧 IOS ) を終了するには、矢印キーを使巧し 
て、 [Ex け ] (終了）一 [Ex け Discarding Changes] (変更を保巧しないで終了）の順に選択し、 
enter キーを巧します。 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) での工場出荷時設定の復元 

ま記 . ネ刀期設定を復元しても、ハードドライブのモードには影響ありません。 
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セットアップューティリティ （ BIOS ) のすベての設定を工場出荷時の設定に戻すには、な下の操作 
を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

2. 門〇 キーを押して、セットアップユーティリティ （ BIOS ) を起動します。 

3. 矢印キーを使用して [Exit] (終了）一 [Load Setup Defaults] (初期設定値を口ードする）の順 
に選択します。 enter キーを押します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. 変更を保存してから終了するには、 f 10 キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して、 [Ex け] 一 [Ex け Saving Changes] (変更を保巧して終了）の順に選巧し、 
enter キーを巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


ミ主記： 上記の手順で工場出荷時の設をを復元しても、パスワードおよびセキュリティの設定は変更 
されません。 


セットアップューティリティ （ BIOS ) の終了 

• 現在のセッションからの変更内容を保存して、セットアップューティリティ （ BIOS ) を終了す 
るには、な下の操作を行います。 

セットアップ ュー ティリティ （ BIOS ) のメニ ューが表示されていない場合は、 esc キーを押し 
て、 メ ニュー画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [Exit] (終了）一 [Ex け Saving Changes] 
(変更を保巧して終了） の 順に選択し、 enter キーを巧します。 

• 現在のセッションからの変更内容を保存しないで、セットアップューティリティ （ BIOS ) を終 
了するには、レ^下の操作を行います。 

セットアップューティリティ （ BIOS ) のメニューが表示されていない場合は、 esc キーを押し 
て、メニュー画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [Exit] 一 [Ex け Discarding Changes] (を 
更を保巧しないで終了）の順に選巧し、 enter キーを巧します。 

BIOS の更新 

HP の Web サイトから、 BIOS の更新された/くージョンを入手できます。 

HP の Web サイトでは、をくの B に S アップデートが rSoftPaqj という圧縮ファイル化式で提供さ 
れています。 

-部のダウンロードパッケージには、そのパッケージのインストールやトラブルの解ま方法に関す 
る情報が記載された Readme . txt ファイルが含まれます。 

BIOS のバージョンの確認 

利用可能な BIOS アップデートの中に、現在コンピューターにインストールされている BIOS よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム 
BIOS のバージョンを確認する必要があります。 
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BIOS バージョン情報 （「ROM の日付」または「システム BIOS」 とも呼ばれます）を表示するには、 
わ + esc キーを押す （Windows を起動している場合）力、、セットアップューティリティ （BIOS) を 
使巧します。 

1. セットアップューティリティ （BIOS) を開始します。 

2. 矢印キーを使巧して、 [Main] (メイン）を選択します。 enter キーを押します。 

3. 変更を保存しないでセットアップューティリティ （BIOS) を終了するには、タブキーおよび 
矢印キーを使巧して、 [Ex け](終了）一 [Ex け Discarding Changes] (変更を保巧しないで終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

BIOS アップデートのダウンロード 


公^を 意： コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロー 
ドおよびイ ンストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使巧した信賴性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップ 
デートをタウンロ ードまたはインストールしないでください。タウンロ ードおよびインストール時 
は、レ^下の点に;'主意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源供給を遮断することはお 
やめください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイバネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 


1. [スタート]一[ヘルプとサポート]一[メンテナンス]の順に選択します。 

2. [更新]をクリックします。 

3. 画面の説明に沿ってお使いのコンピューターを指定し、ダウンロードする BIOS アップデートに 
アクセスします。 

4. ダウンロードエリアで、な下の操作を行います。 

a. お使いのコンピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンよりも新しい 
BIOS を確認します。日付や名前、またはその他の、ファイルを識別するための情報をメモ 
しておきます。後で、ハードドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情 
報が必要になる場合があります。 

b. 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスのメモを取っておきます。このパス 
は、アップデートをインストールするときに必要です。 


箇^を 記： コンピユーターをネットワークに接続している場合は、ソフトウェアアップデート（特 
にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認してから実行し 
てくださし、。 
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ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタ ー ト]一 [コン ピュ ー タ ー ] の順に選択して、 Windows の [エクス プロ ーラー ] を開きます。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、 [口ーカル ディスク （C:)] を指定します。 

3. BIOS ソフトウェアをダウンロードしたときのメモを参照するなどして、ハードドライブ上の 
アップデートファイルが保存されているフォルダーを開きます。 

4. 化張子が. exe であるファイル （filename.exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


を記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 


システム診断の使用 

システム診断を使用すると、診断テストを実行して、コンピューターのハードウエアが正常に動作し 

ているかどうかを確認できます。システム該断では、お使いのコンピューターに応じてな下の診断テ 

ストを実行できます。 

• Start-up Test (起動テスト）：このテストでは、コンピューターを起動するために必要なメイン 
のコンピューターのコンポーネントを分析します。 

• Run-in test (実行時テスト）：このテストでは、起動テストを繰り返し、起動テストで検出され 
ない断続的な問題があるかどうかを確認します。 

• Hard disk test (ハードドライブテスト）：このテストでは、ハードドライブの物理的な状態を 
分析してから、ハードドライブの全セクターにあるすべてのデータを確認します。損傷したセク 
夕一が発見されると、データを問題のないセクターに移動しようと試みます。 

• Battery test (バッテリテスト）：このテストでは、バッテリの状態を分ホします。バッテリテ 
ストが不合格になった場合は、サポート窓口に連絡してください。 

また、 [System Diagnostics] (システム該断）ウィンドウでは、システム情報およびエラーログを確 

認できます。 

システム診断を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか、再起動します。画面の左下隅に [Press the ESC key for 
Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 esc キーを巧します。 [Startup Menu] 
(スタートアップメニュー ） が表示されたら ロキ ーを押します。 

2. 実行する診断テストをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 


を記： 診断テストの実行中にテストを停止する必要がある場合は、 esc キーを押します。 
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トラブルシューテイングおよびサポート 


トラブルシューテイング 

コンピューターが起動しない場合 

電源ボタンを押しても コン ピューターの電源が入らない場合は、 コン ピューターが起動しない原因の 
解明にな下の情報が役立つ場合があります。 

• コンピューターが電源コンセントに接続されている場合は、別の電化製品をそのコンセントにお 
続してみるなどして、そのコンセントから電力が正しく供給されていることを確認します。 


を記： このコンピューターでは、コンピューターに付属していた AC アダプターまたはこのコ 
ンピューターでの使巧が HP から許可されている AC アダプターのみを使用してください。 

• コンピューターがバッテリ電源で動作している場合または電源コンセント外の外部電源に接 
続されている場合は、 AC アダプターを巧巧してコンピューターを電源コンセントに接続します。 
電源コードおよび AC アダプターが確実にち続されていることを確認します。 

コンピューターの画面に何も表示されない場合 

コンピューターの電源が入つていて電源ランプが点なしているにもかかわらず、コンピューターの画 
面に何も表示されない場合は、コンピューター本体のディスプレイに画像を表示するように設定され 
ていない可能性があります。コンピューター本体のディスプレイに画面表示を切り替えるには、 f4 操 
作キーを押します。 

ソフトウ X アが正常に動作しない場合 

ソフトウェアが応答しない場合または応答が異常な場合は、な下の操作を行います。 

• [スタート]一[シャットダウン]一[巧起動]の順に選巧して、コンピューターを再起動します。 

この手順で コン ピューターが再起動しない場合は、 69 ぺージの 「コン ピューターが起動して 
いる力応答しない場合 I をを目号してくださし、。 

• ウイルススキャンを実行します。お使いのコンピューターでのウイルス対策ソフトウェアの使 
用方法については、 50ぺージの「コンピューターのな請と情報I を参照してください。 
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コンピューターが起動しているが、応答しない場合 

コンピューターの電源が入っていてもソフトウェアやキーボードコマンドに応答しない場合は、な 
下の緊急シャツトダウン手順を記載されている順に試みてください。 


么を 意： 緊急シャツトダウンの手順を実行すると、保巧されていない情報は失われます。 


• Ctrl + alt + delete キーを巧してから、[電源]ボタンをクリックします。 

• 電源ボタンを5秒程度押し続けます。 


コンピューターが異常に熱くなっている場合 

通常でも、 コン ピューターの使用中には熱が発生します。 コン ピューターが異常に熱い場合は、通気 
孔がふさがれていることが原因で過熱している可能性があります。過熱の可能性が疑われる場合は、 
コン ピューターの使用を中止して コン ピューターの温度を室温まで下げ、 コン ピューターの使巧中 
には通気孔を障害物でふさがないようにしてください。 


么 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または巧類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 

I ■掌を 記： 内部コンポーネントを;令却して過熱を防ぐため、コンピューターのファンは自動的に作動し 
ます。操作中に内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは正常な動作です。 


外付けデバイスが動作しない場合 

外付けデバイスが目的どおりに動作しない場合は、な下のことを行ってください。 

• 製造元の説明書等の手順に沿って、デバイスの電源を入れます。 

• デバイスを接続するケーブルがすべてしっかりと接続されていることを確認します。 

• デバイスに十分な電力が供給されていることを確認します。 

• デバイスがオペレーティングシステムに対応していることを確認します（特に古いモデルの場 

合)。 

• 適切なドライバーがインストールおよび更新されていることを確認します。 

コンピューターを無線ネットワークに接続できない場合 

コンピューターを無線ネットワークに正しく接続できない場合は、な下の作業を行います。 

• お使いのコンピューターの無線ランプが（白色に）点なしていることを確認します。無線ランプ 
が点灯していない場合は、 f12 操作キーを押してオンにします。 

• コンピューターの無線アンテナの周团に障害物がないことを確認します。 

• ケーブルモデムまたは DSL モデムおよびその電源コードが正しく接結されていて、ランプが点 
なしていることを確認します。 
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• 無線ルーターまたはアクセスポイントを巧巧している場合は、電源アダプターおよびケーブル 
や DSL モデムに正しく接結され、ランプが点なしていることを確認します。 

• すべてのケーブルをいつたん取り外してから再び接続し、電源をいつたん切つてから再び巧入し 
ます。 


を記. 無線技術について詳しくは、[ヘルプ去サポート]の関連するヘルプトピックおよび Web サ 

イトへのリンクを参照してください。 

サポート窓口へのお問い合わせ 

このューザーガイドまたは [ヘルプと サポー ト] で提供されている情報で問題に対処できない場合は、 
な下のサポート窓口にお問い合わせください。 

http://welcome.hp.com/countrv/ip/ia/contact us.html 

を記. 日本な外の国や地域でのサポートについては、 http://welcome.hp.com/countrv/us/en/ 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択してください。 

ここでは、な下の中からサポート方まを選択できます。 

• HP のサービス担当をとオンラインでチャットする。 

ま記： 特定の言語でサポート窓口とのチャットを利用できない場合は、英語でご利巧くださし、。 

• サポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

• 各国のサポート窓口の電話番号を調べる。 

• HP のサービスセンターを探す。 
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トラブルシューティングおよびサポート 











B コンピューターの清掃 


ディスプレイの清掃 

ディスプレイは、ノンアルコールのメガネ巧洗剤で湿らせた柔らかい布でやさし〈巧いてくださし、。 
ディスプレイを閉じる前に、ディスプレイが乾いていることを確認してくださし、。 


側面および カバーの 清掃 

側面およびカバーを清掃および消毒するには、ノンアルコールのメガネ巧ミ先剤で湿らせた、柔らかい 
マイクロ ファイバーの クロス または油分を含まない静電気防止布（セーム皮など）を使用するか、を 
件に合った使い捨て除菌シートを使巧してください。 


I ■券を 記： コンピューターのカバーを清掃する場合は、ごみやほこりを除去するため、円を®くように 
はいてください。 


タツチパッドおよびキーボードの清掃 


/ K を意: タッチパッドやキーボードを清掃する場合は、キーとキーの間に洗剤などの液体が垂れない 
ようにしてください。これによって、内部のコンポーネントに回復できない損傷をちえる可能性があ 
ります。 


• タツチパツドやキーボードを清掃および消毒するには、ノンアルコールのメガネ用洗剤で湿らせ 
た、柔らかいマイクロファイバーのクロスまたは油分を含まない静電気防止布（セーム皮など） 
を使用するか、条件に合った使い捨て除菌シートを巧巧してください。 

• キーが固まらないようにするため、また、キーボードからごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くには、圧縮空気が入ったストロー付きのちを使用してください。 


么 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使巧してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくること 
があります。 
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c コンピューターの持ち運び 


コンピューターを最適な状態で巧巧するには、持ち運びおよび送付に関するレ^下の情報をお読みくだ 
さい。 

• お使いのコンピューターを持ち運んだり荷物として送ったりする場合は、な下の手順で準備を行 

います。 

。 情報をバックアップします。 


。 すべてのディスク、およびすベての外付けメディアカード（デジタルカードなど）を取り 
外します。 


么 を意： コンピューターやドライブの破損、または情報の損失を防ぐため、ドライブを運 
搬、保管、または移動する前に、ドライブからメディアを取り出してください。 


。 すべての外付けデバイスを、電源を切ってから取り外します。 

。 コンピューターをシャットダウンします。 

• 情報のバックアップを携帯します。バックアップはコンピューターとは別に保管します。 

• 飛行機に乗る場合などは、コンピューターを手荷物として持ち運び、他の荷物と一緒に預けな 
いでください。 


么を 意： ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置に 
は、空;’をの金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港のベルトコンベアなど機内持ち込み手 
荷物をチェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X線を使用してチXックを行うので、ド 
ライブには影響しません。 


• 機内でのコンピューターの使用を許可するかどうかは航空会社の判断に委ねられます。機内で 
コンピューターを使用する場合は、事前に航空会社に確認してください。 

• コンピューターを荷物として送る場合は、緩衝材で適切にお包し、巧包箱の表面に「コワレモノ 
—取り扱いを意」と明記してください。 

• コンピューターに無線デバイスまたは HP モバイルブロードバンドモジュール （802.11b/g デ 
バイス、 GSM (Global System for Mobile Communications) デバイス、 GPRS (General Packet 
Radio Service) デバイスなど）が搭載されている場合、これらのデバイスの使用は制限される 
ことがあります。たとえば、航空機内、病院内、爆発物付近、および危險区域内です。特定の機 
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器の巧巧に適巧される規定が不明な場合は、電源を入れる前に、使用可能かどうかを確認して許 
巧を得てください。 


• コンピューターを持って国外に移動する場合は、な下のことを行ってください。 

。 行き先の国または地域のコンピューターに関する通関手続きを確認してください。 

。 浦在する国または地域に適応した電源コードを、浦在する国または地域の HP 製品販売店で 
購入してください。電圧、周波数、およびプラグの構成は地域によって異なります。 

么 警告！ 感電、火災、および装置の損傷などを防ぐため、コンピューターを外部電源に接続 
するときに、家電製品用に販売されている電圧コンバーターは巧巧しないで〈ださい。 
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D プログラ厶およびドライバーの更新 


プログラムおよびドライバーを定期的に最新バージョンへ更新することをおすすめします。最新 
バージョンをダウンロードするには、 httD://www.hD.com/suDDort/ にアクセスしてください。コン 
ピューターをを録するときに、アツプデートが使用可能になつた場合に自動更新通知を受け取るよう 
に設定することもできます。 
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プログラムおよびドライ/ く一の更新 




E 静電気対策 


静電気の放電は、じゆうたんの上を歩いてから金属製のドアノブに触れたときなど、2つのものがち 
触したときに発生します。 

人間の指など、導電体からの静電気の放電によって、システムボードなどのデバイスが損傷したり、 
耐巧年数が短〈なったりすることがあります。静電気に弱い部品を取り扱う前に、な下で説明する方 
まのどれかで身体にたまった静電気を放電してください。 

• 取り外しまたは取り付けの手順で、コンピューターから電源コードを取り外すように指示されて 
いる場合は、正しくアースしてから電源コードを取り外します。 

• 部品は、コンピューターに取り付ける直前まで静電気防止用のケースに入れておきます。 

• ピン、リード線、および回路には触れないようにします。電子部品に触れる回数をなるべく少な 
くします。 


• 磁気を帯びていない道具を使用します。 

• 部品を取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電します。 

静電気についての詳しい情報、または部品の取り外しや取り付けに関するサポートが必要な場合は、 
サポート窓口にお問い合わせください。 
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F 


仕様 


入力電源 


ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使巧する場合に役立ちます。 

コン ピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作します。 AC 電源は100 〜 
240 V (50/60 Hz) の定格に適合している必要があります。 コン ピューターは単独の DC 電源で動作 
しますが、 コン ピューターの電力供給には、この コン ピューター用に HP から提供および認可されて 
いる AC アダプターまたは DC 電源のみを使用する必要があります。 

お使いのコンピューターは、な下の仕様の DC 電力で動作できます。 


入力電源 を巧 


動作電圧と電流 18.5 V DC (3.5 A、 65 W の場合) 


HP 外部電源用 DC プラグ 



を記： この製品は、最ほ巧電量240 V rms な下のネ目巧電圧によるノルウて一の IT 電源システム巧 
に設計されています。 

ま記. コンピューターの動作電圧および動作電流は、システムの規定ラベルに記載されています。 
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動作環境 


項目 

メー トル 

U.S. 

温度 

動作時 

5〜35。じ 

41 〜 95で 

非動作時 

-20 〜60で 

-4 〜140。ド 

巧対湿度（結露しないこと） 

動作時 

10〜90% 

10 〜 90〇/〇 

非動作時 

5-95% 

5 〜 95% 

最大標高 （おち圧） 

動作時 

-15 〜3,048 m 

-50 〜 10,000 フイート 

非動作時 

-15 〜12,192 m 

-50 〜 40,000 フイート 
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